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前原昌仁教授略年譜
1930年12月 兵庫県伊丹市に生まれる
1948年3月 兵庫県立伊丹中学校卒業
1948年4月 関西大学予科入学
1949年3月同修了
1949年4月 関西大学文学部フランス文学科入学
1953年3月同卒業
1953年4月 中学校1級免許状（外国語科・国語科）および高等学校2級
免許状（外国語科・国語科）取得
1954年5月 神戸市立押部谷中学校助教諭 (1954年7月まで）
1954年8月 関西大学文学部副手
1956年8月 関西大学文学部助手
1960年4月 関西大学文学部専任講師
1963年4月 関西大学文学部助教授
1969年4月 関西大学文学部教授
1976年10月 関西大学文学部長代理 (1978年9月まで）
1978年10月 関西大学文学部学生相談主事 (1979年9月まで）
1980年9月 文学博士（関西大学） 論題：「F.モーリャックの小説技法
について」
1980年10月 学校法人関西大学評議員 (1984年9月まで）
1980年10月 学校法人関西大学理事 (1984年9月まで）
1984年10月 学校法人関西大学評議員 (1988年9月まで）
1986年10月 関西大学文学部長 (1988年9月まで）
198碑 10月 関西大学文学部長 (1990年9月まで）
1992年4月 伊丹市教育委員（現在に至る）
1996年4月 伊丹市教育委員長 (1998年3月まで）
前原昌仁教授研究業績
著書
新和仏中辞典（共著） (1963年6月 白水社）
論文
「F.モーリャックの小説構成についての一考察」 (1956年6月「フラン
ス文学研究1956年号」）
「語と意味」 (1957年「フランス語学文庫第2巻」日本フランス語学会
編白水社，執筆協力）
「F.モーリャックの作中人物の性格発展について」 (1959年4月「関西
大学文学論集」第9巻第 1号）
「F.Mauriacの危機と LeNooud de Vipere」(1960年11月「仏語仏
文学」第1号）
「F.モーリャックの小説における死」 (1962年2月「関西大学文学論集」
第11巻第8号）
「F.Mauriacの小説構成の変遷 (I)Le BaiserとGenitrix」(1964
年2月「関西大学文学論集」第13巻第4号）
「F.Mauriacの初期の小説 L'enfantcharge de chaines」(1966年12
月「関西大学文学論集」第16巻第4号）
「F.Mauriacの初期の作品 LeRobe pretexte」(1967年3月「仏語
仏文学」第4号）
「F.Mauriacの初期の作品 LeChair et le Sang」(1968年11月「関
西大学文学論集」第18巻第1号）
「F.Mauriacの初期の作品 Preseances」(1970年11月「関西大学文学
論集」第20巻第2号）
「JulienGreenの AdrienneMesuratについて」 (1973年3月「東西
学術研究所紀要」第6号）
「F.Mauriac: Le Dernier Chapitre du Baiser au Lepreux」(1976
年8月「東西学術研究所所報第26号」
その他
「F.モーリャックの小説構成についての一考察」 (1955年11月，日本フ
ランス文学会における口頭発表）
「モーリャックの作中人物」 (1957年6月．日本フランス文学会におけ
る口頭発表）
